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2016年 8月 8日 
報道関係各位 

NECネッツエスアイ株式会社  
 
 

NECネッツエスアイ、「ラグビーカフェ釜石」を中心とした釜石市で実施される 
ICTを活用したスタンプラリーに協力 

 
 

NECネッツエスアイ株式会社（本社：東京都文京区 代表取締役執行役員社長：和田雅夫 東
証：1973 NESIC 以下、NECネッツエスアイ）は、ラグビーワールドカップ 2019釜石開催
支援連絡会（本部：釜石市、代表：小泉嘉明）が 8月 13、14日の 2日間開催する ICTを活
用したスタンプラリーや情報発信実験に協力します。 

 
本スタンプラリーは、今年 4月に同連絡会が釜石市に開設した「ラグビーカフェ釜石」を

中心として実施するものです。ICTソリューションを活用して、地域にお住まいの方や釜石
市を訪れたお客様に対して、釜石の魅力や、釜石ラグビーの盛り上げに向けた情報を提供し
ます。 
 
 情報発信実験では、デジタルサイネージ（電子看板）やプッシュ型の情報配信をはじめと
する ICTソリューションを使って釜石ラグビー情報を提供します。今回の実験を通じて、現
在整備中の釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）を中心とした利用者の増加、地域活性化、地
域住民と観光客との豊かなコミュニケーションの実現に貢献します。 
 
■スタンプラリーおよび情報発信実験の概要 
 
（１）電子スタンプを用いたスタンプラリー 
ラグビーカフェ釜石、釜石情報交流センター、小島かふぇの３カ所に電子スタンプを配置。
来場者は、専用アプリケーションをダウンロードしたスマートフォンに電子スタンプを捺
印できます。紙のスタンプシートの準備や回収が不要なため、容易にスタンプラリーを実
施できます。 

 
（２）タブレット端末を用いたクイズの実施 
 ラグビーカフェ釜石にて、小・中学校教育でも活用している双方向型（クイズ形式）のア
プリケーションを用い、ラグビーや釜石に関するクイズを実施します。 

 
（３）デジタルサイネージでの情報発信 
ラグビーカフェ釜石、釜石情報交流センター、小島かふぇの３カ所に有機 ELや液晶パネル
のデジタルサイネージを設置し、地域にお住いの方や釜石市を訪れたお客様へ釜石ラグビ
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ーおよび観光などの情報発信を行います。NECネッツエスアイの MVNO（仮想移動体通信
事業者）サービス「ネッツワイヤレス」（注 2）を通信回線として利用した、安全で高品質
なネットワーク環境を活用して実施します。 

 
（４）プッシュ型情報配信 
ラグビーカフェ釜石、釜石情報交流センターにビーコン（情報発信機器）を配備し、専用
のアプリケーションをダウンロードしたスマートフォンに、各施設の詳細情報をプッシュ
配信します。 

 
 
■開催場所 
・ラグビーカフェ釜石（岩手県釜石市鈴子町 22-1シープラザ釜石2階 ⻄側フロア） 
・釜石情報交流センター（岩手県釜石市大町一丁目 1番地 10号） 
・小島かふぇ（岩手県釜石市大町 1-2-10 タウンポート大町 2F） 
 
■主催 
ラグビーワールドカップ 2019釜石開催支援連絡会 
 

■協賛 
NECネッツエスアイ株式会社 

 
 
尚、NECネッツエスアイは、2012年より岩手県陸前高田市で運営しているコワーキング

スペース「ひまわりハウス」（注 3）において、周辺地域での新たな事業創出や復興促進をお
手伝いしています。今後、釜石市や陸前高田市、その周辺地域において新たな事業が芽生え、
それにより復興が促進し、さらに他の被災市町村の活動へと連携の輪が広がることを目指し
て、地域産業創出を支援してまいります。 
 

以 上 

（注 1）電子スタンプについて 
http://www.nesic.co.jp/solution/sp/pluszonestamp.html 
（NECネッツエスアイ ホームページ） 
 
 

（注 2）ネッツワイヤレスについて 
    http://www.nesic.co.jp/solution/mvno/netswireless.html 

（NECネッツエスアイ ホームページ） 
 

http://www.nesic.co.jp/solution/sp/pluszonestamp.html
http://www.nesic.co.jp/solution/mvno/netswireless.html
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（注 3）ひまわりハウス http://www.nesic.co.jp/himawari/index.html 
NESICが 2012年 11月 1日に、岩手県陸前高田市とその周辺地域に新たな事業を
興し、復興促進の手助けをすることを目的に同市に開設したログハウス。同地域の
復興や復興を目指す多様な人たちが知識や技術を共有し合い、新しいアイデアやビ
ジネスを創造できるコワーキングスペースとして活用されている。情報や意見交換
などの活発なコミュニケーションを支援するために、ブロードバンド回線や、パソ
コン、スマートタブレットなどの各種端末の利用が可能。また、テレビ会議用の大
型ディスプレイや、超短焦点プロジェクターを搭載したインタラクティブホワイト
ボードなども用意している。 
 

 
※記載されている会社名、サービス名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
 
 

＜本件に関するお客様からのお問い合わせ先＞ 
企業ソリューション事業本部 企業ソリューション販売推進本部 

電話：（03）6699-7503 
ｅメールアドレス： epsp1@ml.nesic.com 

 

http://www.nesic.co.jp/himawari/index.html

